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表彰

☆☆☆誕生祝☆☆☆

田中秋弘会員 ２７日

町田圭太会員 ２８日

☆結婚祝い・入会祝☆

千代邦夫会員 ６日

志村 広会員 １５日

長嶋成憲会員 １９日

委員会報告

幹事報告 横山 勇一 幹事会長挨拶 岡田 悦行 会長

１．今月のロータリーレートは１５４円

です。

２．岡田会長年度地区補助金事業でのあ

ゆみ学園様への商品の寄贈を10月20日に

会長が届けに行きました。11月18日に改

めてあゆみ学園様へのご挨拶に会長、副

会長、幹事、副幹事、社会奉仕委員長で

ロータリー情報委員会 大石秀成 委員長

社会奉仕委員会 山田博司 委員長

国際ロータリー日本事務局長が6月から就任されたということで、

就任後私たちが何をしているのか、会員の皆様に知っていただく

だけでなく、ロータリーという組織は、何をしているのかを、よ

り多くの人々に認知してもらうための改革が必要だと、意気込み

を書いていただいてます。内閣総理大臣初の女性ですけれども、

事務局長も女性が進出して、適材適所なんでしょうけれども、そ

ういう感じがします。続きまして、42ページです。2026-27年度の

ロータリーの友、表紙を大募集ということで、絵心とかある方は

ぜひ大宮東から応募していただいて採用されればよろしいかと思

います。続きまして、あるある相談室。相談事は、ロータリー財

団委員長に仰せつかり、卓話に呼んでいただくことになったので

すが、パワーポイントを使っての資料を見せながら、お話をしよ

うということで、ちょっと不安がありますと。この気持ちよくわ

かります。回答者は、卓話は公演ではありません。聞いてくださ

る方と、目線を合わせて、温かく話したら、それが一番です。と

のことです。パワーポイントは1つの手段でしょうけれども、やは

り聞いてくださる方との目線を合わせて、お話をするということ

が重要だと。勉強になります。早稲田大学ラグビー部、元監督の

コメントなんですが、弱さをさらけ出すことは、勇気のバロメー

ターであるという最近の研究の発表があるそうです。なかなか弱

さをさらけ出すというのは、確かに勇気がいることと思いました。

子供は親の言うことをやらないけど、親がやっていることをやる

と。皆さん経営者が多いですが、自分がさらけ出す方がいいです

と、リーダーとしてのあり方のコメントでした。

今日の午前中をもちまして毎年恒例の小学校、幼稚園等のチュー

リップの球根配布が終了いたしました。皆様、ご協力ありがとう

ございました。そして、本日は吉田亀司区長の卓話楽しみにして

おります。余談なんですけど、私大宮市役所採用時の同期なんで

す。その頃平成元年でバブルもちょっと陰りが見えてきましたが

まだバブルのころでして、売手市場の就職で民間に行けなかった

ものが公務員になるというような時代でした。その中で1番目は

私ですが、下から2・3番目に出来が悪い新入社員だったわけです。

それが今年60歳になるということで、事務方の一番トップになる

局長級の区長になられたという事で、大変感慨深いです。楽しみ

にしています。

卓話

さいたま市見沼区長

吉田 亀司様

テーマ

「見沼区のまちづくり」

ポールハリスフェロー+5

山田雅明会員

さいたま市見沼区長の吉田と申します。本日はお願いいたします。

日頃のロータリークラグの活動に、市民の安全安心など暮らしの

向上にご尽力をいただいておりますことに、皆様方に感謝を申し

上げます。本日は、皆様と一緒に見沼区のまちづくりと災害対策

の話をさせていただきます。内容は3点で1番目に市の最近のト

ピックス、2番目が見沼区内で予定されている主な事業計画、3番

目に災害対策という順番でお話しさせていただきます。特にこの

災害対策の話を皆さんにお持ち帰りいただけたらと思っておりま

す。首都直下型の地震、南海トラフ地震が今後30年以内に70％～

80％の確率で発生すると言われており、災害リテラシー(知識)の

向上が必要だと言われております。東日本大震災を経まして、国

民の防災意識が一気に高まりましたが、毎年発生するような災害

の経験するうちに、災害慣れした気の緩みが出てきてしまったと

思っております。2019年7月の九州の豪雨では実際に避難された

方は、わずか0.6%にすぎなかったそうです。近年は災害弱者と言

われる高齢者などが増え続けている超高齢社会であります。2018

年の西日本豪雨では、犠牲者の多くは自力で避難ができない高齢

者などの要避難者であり、人手があればもう少しは助けられてい

た命もあったかもしれないと言われています。自主防災活動の重

要性になります。災害対策は、家族単位の自助が基本で、防災力

は事前準備に比例して高まると言われております。直下型地震に

見舞われますと、東日本大震災以上の帰宅困難者が出ることは明

白です。これまでに災害が少ないと言われているさいたま市のよ

うな地域ほど、防災対策が疎かになりがちでございます。そして、

自分の自宅の安全が確保された場合には、住み慣れた自宅の中で

避難をしていただく、在宅避難の推奨をしてございます。在宅避

難するためには、家具の転倒を防止ですとか、備蓄品の備蓄です

とかが大切になります。また、ハザードマップですとかで、自分

のお住いの地域の安全性ですとか、あらかじめどこにどう避難す

ればいいかとか確認していただけたらと思います。

出席報告 渡慶次賀敬 委員長

スマイルＢＯＸ報告 渡慶次賀敬 委員長

＊澤田貴幸会員

＊岡田悦行会長

＊渡慶次賀敬会員

＊河本博会員、清水伸洋会員、瀬田雄一会員、高田

照久会員、立原靖広副幹事、楯基之会員、三枝和男

会員、山田博司会員、横山勇一幹事

＊大石秀成直前会長、大屋文夫SAA、金子浩万会員、

志村広会員、千代邦夫会員、堀江誠一会員、堀口勝

三会員、前裕美会員、山田雅明会員、渡部正司副会

長

ご協力いただきありがとうございました。

２２件５５，０００円 合計９１５，８１０円

伺う予定となっておりますのでご報告いたします。

３．国際ロータリー第2770地区、2028-2029年度のガバナー選

出の報告が来ておりました。桶川RCの前島昌文(まえしま まさ

ふみ)氏だそうです。経歴書、写真につきましては2025-2026年

度のガバナー月信７号に掲載されるそうです。

４．10月23日に大宮西RC横溝会長のお父様がお亡くなりになら

れました。同じ第４グループでの活動や三枝ガバナー年度のホ

ストクラブとしてお願いしておりますので当クラブとして、お

花を送らせて頂きました。

５．12月・1月・2月のプログラムが理事役員会で承認されまし

た。2月の卓話者がまだいないそうなのでご紹介いただける方

がいたらご紹介をお願いいたします。

６．創立記念例会の会計報告が承認されました。

７．11月26日三枝ＧＥの壮行会があります。こちらは３部構成

となっておりまして、普通の会員は17時半受付18時開会になっ

ておりますが、各担当で集まる時間が決まっていますので、分

からないことは事務局にお問い合わせください。よろしくお願

いいたします。

８．地区大会のお願いです。2日目の参加者が只今23名となっ

ております。皆さんで登壇して大幕を持ちますので、大宮東RC

としてできるだけ多くの方の参加をお待ちしております。よろ

しくお願いいたします。

９．ペットボトルのキャップの受領書が届いております。今回

65Kg、ワクチンとして32.5人分の寄付ができましたことをお知

らせいたします。

皆さま、こんにちは。本日も大宮東ロータ

リークラブの例会にご出席いただき、誠に

ありがとうございます。まずは、先週10月

28日に開催いたしました創立記念例会につ

いて、御礼申し上げます。本当にたくさん

の会員の皆さまにご参加いただき、笑顔の

絶えない素晴らしい夜となりました。料理

も美味しく、雰囲気も最高。今回はクラブの絆を確かめ合う良い

機会になったと思います。例会後に、改めて感じたのは、“クラ

ブは人”だということです。立派な理念や方針も大切ですが、最

終的にクラブを形づくるのは、そこに集う人の温かさ、優しさ、

そして笑顔です。創立以来の先輩方が築いてこられたこの“人の

つながり”が、大宮東ロータリークラブの最大の財産だと、心か

ら感じました。さて、季節はすっかり秋時間が経つのは早いもの

で、ロータリー岡田年度も5か月目、来月には折り返しを迎えよ

うとしています。年々、季節の移り変わりが早く感じます。そろ

そろ上半期の活動を振り返り、次のステップに向けて考えていか

なければですね。本年度のテーマ「UNITE FOR GOOD（よいことの

ために手を取りあおう）」の精神は、まさに私たちの活動そのも

のです。創立記念例会のように、皆さんが笑顔で集まり、語り合

い、協力しあう——それ自体が“よいことのための手を取りあう”

姿ではないでしょうか。会員一人ひとりの小さな力が集まれば、

大きな奉仕へとつながります。そして本日は、見沼区長の吉田様

を卓話者としてお迎えしております。お忙しい中、ご登壇を快く

お引き受けいただき、心より感謝申し上げます。見沼区といえば、

緑豊かで自然が多く、そして人情味あふれる地域です。今日はそ

の見沼区の今、そしてこれからについて、行政の立場から貴重な

お話を伺えるとのことで、私自身もとても楽しみにしております。

もしかすると、私たちのクラブが地域のためにできる“新しい奉

仕のヒント”が見つかるかもしれません。ロータリーの活動には、

奉仕・親睦・学びと、いろんな要素がありますが、そのどれにも

共通しているのは“人とのつながりを大切にする心”です。どう

か今日も、例会の時間を通じて、みんなと笑顔を交わし、会話を

楽しみ、「やっぱりこのクラブにいて良かったな」と感じていた

だければ、それが何よりの喜びです。
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